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強化を目指しての正統性の再構築                     
  第 1節 ポスト文化大革命期における中国共産党の正統性 
第 2節 国民政府の「反共」道統論 
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指導体制のもと、78年に改革開放政策（中国国内体制の改革および対外開放政策）が開始された。 
その時代の中で儒教は再び国家公認となった。その始まりは 1986 年に開始された儒学研究プロジ
ェクトである。1986 年 10 月 29 日から 11 月 4 日まで北京で開催された全国哲学社会科学「七五（第



























1 本論文では新啓蒙運動と市場経済への移行期であったという 2 つの意味の上から、「1980 年代」という語義を
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「現代新儒学」の概念 
 















そして 1987 年 9 月に安徽省宣州市で行われた第一回「現代新儒家思潮」学術討論会において、現











3 方克立によれば、「当代」とは 1949 年中華人民共和国建国後から現在までの期間である。「当代新儒家」と呼
称する際、第一世代の新儒家を含むこともあるが、主に 1950 年代以降の香港・台湾の新儒家を際立たせる際に用
いる。 
4 方克立『现代新儒学与中国现代化』长春出版社、2008 年、12 頁。 
5 前掲、福島仁「現代新儒家思想研究の問題点―新理学研究序説」『国際交流研究：国際交流学部紀要』フェリ
ス女学院大学、1999 年 3 月、22 頁。 
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6 中村俊也『新儒家論―杜維明研究』亜紀書房、1996 年 5 月 25 日、3 頁。 
7 佐々充昭「東アジア近代における孔教運動の展開 : 康有為と朝鮮人儒学者との交流を中心に」『立命館文學』




























『新事訓』（1940 年）『新原人』（1943 年）『新原道』（1945 年）、そして戦後に『新知言』
（1946年）を出版した。これら 6冊の著作は「新理学」体系を構築し、儒家の「道統」を宣揚した。




 以上は第一世代の現代新儒家の代表的な出来事である。第二世代の代表的な出来事は 1958 年に第
 
9 梁漱溟『东西文化及其哲学』北京：商务印书馆、1999 年（修訂版）、204 頁。 
10 前掲、土屋昌明『東アジア社会における儒教の変容』、244－262 頁。 
11 陈仕儒『儒学简史』贵州人民出版社、2012 年 4 月、174-178 頁。 
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13 最初は 1958 年元旦号の『民主評論』と『再生』に掲載された。副題が「我々が中国の学術研究と中国文化及び
世界文化の前途に対する共同認識」（『我們對中國學術研究及中國文化與世界文化前途之共同認識』） 
14 方克立『现代新儒学与中国现代化』长春出版社、2008 年 1 月、13 頁。 
15 原载:香港『中报月刊』第 76-80 期、1986 年 5-10 月。 
16 原载:香港『明报月刊』第 21 卷第 1、2、3 期、1986 年 1-3 月。 
17 杜维明著、岳华编『儒家传统的现代意义:杜维明新儒学论著辑要』中国广播电视出版社、1992 年 5 月、2-3 頁。 
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中華人民共和国成立までの 30 年間は現代新儒学の発展史において第一段階である。50 年代初頭から







21 杜維明『創造的轉化―批判繼承儒家傳統的難題』『中報月刊』1987 年 5-9 號。 
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む風波）』を現代新儒学の発展史における第二段階の終結を象徴する 30 年間である。80 年代に始め
られた第三段階は今になっても 10年しか経過しておらず、まだ発展の過程にある22。」 
 本論では 1980 年代中国政府の視点を取るため、「現代新儒家思潮研究」の責任者である方克立の
現代新儒家思潮に対する時代区分を基調としている。 
 
第 3 節「現代新儒家思潮研究」国家プロジェクト 
（1） 成立 
1986 年 9 月に中国共産党第 12 回中央委員会第 6 次全体会議で「中共中央社会主義精神文明建設に
関する指導方針の決議（中共中央関与社会主義精神文明建設指導方針的決議）」が決定され、研究に
おける「百家争鳴」の方針が提示された。1986 年 10 月 29 日から 11 月 4 日まで北京において開催さ
れた全国哲学社会科学第 7 次 5 ヵ年計画決議会議で「現代新儒家思潮研究」が国家重点研究課題とさ
れた。現代新儒家研究が正式に中国共産党に認められたことを意味する。南開大学の方克立、中山大
学の李錦全を責任者とし、16 の研究組織と 47 名の研究者が参加してグループを構成し新儒家研究が
すすめられることとなった。1987年 9月に安徽省・宣州で第一回「現代新儒家思潮」学術討論会が行
われ、中国本土における現代新儒家の定義、範囲、思想的特性、現代新儒家思潮が発生した原因、歴
史的発展の段階、歴史的位置と評価、これからの研究方向が議論された23。1990年 12月 13日から 15
日にかけて広州で「現代新儒学与当代中国学術討論会」が開催された。そこで現代新儒学思潮研究の
現状、現代新儒学と当代中国文化建設、現代新儒学の中国文化における地位について議論された24。






れたのは 1985 年からであった。1985 年 5 月に、中国近現代哲学討論会26が広州で開催された。福島
仁はその討論会で議論された現代新儒家に関する内容を次のように明快な分析を行った。「特徴とし
 
22 方克立、李錦全主編『現代新儒家学案』中国社会科学出版社、1995 年、3-4 頁。 
23 前掲、福島仁「現代新儒家思想研究の問題点―新理学研究序説」、22 頁。李宗桂「“現代新儒家思潮研究”的
由来和宣州会議的争鳴」、『現代新儒学研究論集（一）』332-340 頁。顧偉康「深入開展対現代新儒家的研究
―“現代新儒家思潮研究”学術討論会記要」、『上海社会科学』1987 年第 11 期、79-80 頁。 
24中国社会科学院哲学研究所编『中国哲学年鉴 1991』中国大百科全書出版社、1992 年、275 頁。 
25中国社会科学院哲学研究所编『中国哲学年鉴 1993』中国大百科全書出版社、1994 年、287 頁。 
26 その前に中国論壇雑誌社主催の「当代新儒家与中国現代化」座談会が 1982 年 8 月 1 日に台北で開催された。
座談会では、李亦園、韋政通が司会で、余英時、劉述先、張灝、林毓生、金耀基などが発言し、現代新儒家の定
義、範囲、意義などが議論された。これが一般的に現代新儒学思潮研究の始まりだとみなされている。 
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に中国人民共和国建国の 1949 年以後の 20 年間、台湾が国連で合法的地位を占めた。その間、台湾国
民党政府が「道統論」を打ち出し、台湾が中華文化の正当な継承者であることを主張し、国際社会に











27 前掲、福島仁「現代新儒家思想研究の問題点―新理学研究序説」、25－26 頁。 
28 例えば、杜維明、劉述先、余英時などが挙げられる。 
29 前掲、方克立『现代新儒学与中国现代化』长春出版社、2008 年、13 頁。 
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号、2012 年夏季号、178 頁。 
31 佐々木智弘「序章 一党支配の正統性と『調和社会』の構築」『中国「調和社会」構築の現段階（現代中国分





33 毛里和子『現代中国政治』名古屋大学出版会、2004 年、245 頁。 
34 高原明生『比較の中の中国政治』早稲田大学出版部、42 頁。 
35 加藤嘉一『中国民主化研究』ダイヤモンド社、2015 年 7 月 30 日、70－71 頁。 
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第 2 節 国民政府の「反共」道統論 
アヘン戦争以来、中国はヨーロッパ列強のアジア進出、その後の日中戦争と諸外国による植民地






の統一国家であることが理解できる。しかし、実際に中国人民共和国建国年の 1949 年以後の 20 年間、









した文化大革命の中華文化への破壊に対抗することを目的に、孫文生誕 100 周年を記念する 1966 年










中国分析シリーズ 5）』、3 頁。 
37 台湾文化部ホームページ http://nrch.culture.tw/twpedia.aspx?id=3968（2018年 6 月 18 日閲覧） 
38 台湾中華文化総会 https://www.gacc.org.tw/（2018 年 6 月 15 日閲覧）。 
39一般大衆がわかるように文字が理解しやすくされ、大量の古典が整理され、大量に印刷・出版された。（陳鐵
健、黃鐵炫『蔣介石與中國文化』、中華書局、1992 年 4 月、175 頁） 
40 李松林『蔣介石的台灣時代』風雲時代出版、1993 年、230 頁。 
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41 中国文化大学中華百科全書 http://ap6.pccu.edu.tw/encyclopedia/data.asp?id=230&nowpage=7 （2018 年 12
月 3 日閲覧） 
42 中華文化復興運動の内容として⑴教育改革、⑵学術整理、⑶文芸研究、⑷国民生活への支援、⑸中西文化の融
合。この 5 つの実践はすべて中華民族文化の体現であるとされた。 
43 前掲、陳鉄健・黄鉄炫『蒋介石与中国文化』、122 頁。 
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第 3 節 中華文化の継承者としての現代新儒家 





1920 年代から 40 年代にかけて「新心学」を唱導した現代新儒家の賀麟は、陸王の「心学」を西側の
新ヘーゲル主義と融合させ、主観的唯心論体系を構築した。彼は儒家思想を「中国の正統思想」と称






















44 同書、524 頁。 
45 前掲、『哲学大辞典・中国哲学史卷』、118-119 頁。 
46 前掲、『哲学大辞典・中国哲学史卷』、675 頁。 
47 前掲、『中国儒学辞典』、523 頁。 
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以上の 2 つの中国辞書により、1980 年代中国は基本的に現代新儒家を「道統」の継承者であると
考えることがわかる。そして「現代新儒家思潮研究」の関係者は同じ見解を持っていたのか。 
1987 年 9 月に安徽省宣州市で行われた第一回「現代新儒家思潮」学術討論会において現代新儒家
の定義が討論された。その中で西方文化と伝統文化とを結び付けて近代化を図ろうとした思想家とす



























48 前掲、福島仁「現代新儒家思想研究の問題点―新理学研究序説」、22 頁。 
49 前掲、李梁「中国新儒学研究与学术思潮的变迁（中国における新儒学研究と学術思潮の変遷）」『中国の現代
化の行方』、115 頁。 
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共産党は 1980 年代に現代新儒学に注目するようになった。  
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まとめ 
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